
はだの議会だより〘7〙令和 2年（2020 年）11月15日（日）  第 238号

「新幹線が通ります。高速道路が通ります。
だから地元は潤います。」は昭和の話。

（出典：経済産業省ＨＰ）

秦野駅南部土地区画整理事業区域
（Ｂ地区）

無　
所　
属　
　
　
伊
藤　
大
輔

一　
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
の
メ
リ

ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

問　
こ
の
事
業
に
係
る
本
市
の
コ
ス
ト

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
準
備
組
合
へ
の
技
術
的
支
援
に
約

１
億
円
、
補
助
金
約
５
億
円
、
都
市
計

画
道
路
に
約
25
億
円
、
矢
坪
沢
整
備
に

約
15
億
円
、
合
計
で
約
46
億
円
で
あ
る
。

問　
堀
山
下
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
を
参
考
に

推
計
し
た
２
億
円
の
税
収
増
と
５
０
０

人
の
新
規
雇
用
者
増
に
つ
い
て
。
ま
ず
、

２
億
円
の
税
収
増
と
い
っ
て
も
実
際
に

自
民
・
新
政　
　
　
高
橋　
文
雄

一　
秦
野
駅
南
部
（
今
泉
）
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て

問　
昭
和
54
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ

た
秦
野
駅
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の

う
ち
、
Ｂ
地
区
（
都
市
計
画
道
路
沿
道

区
域
）
の
進
捗
状
況
と
完
了
予
定
年
度

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
２
年
度
は
移
転
６
件
、
造
成

工
事
２
件
の
契
約
が
済
ん
で
い
る
。
４

年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
た
が
、
５

年
程
度
期
間
を
延
伸
す
る
見
込
み
。

問　
既
存
家
屋
が
立
ち
並
ぶ
Ｃ
地
区
の

整
備
に
つ
い
て
、
地
域
へ
の
説
明
は
ど

の
よ
う
か
。

答　
現
在
の
道
路
を
基
本
と
し
た
道
路

拡
幅
や
下
水
道
整
備
な
ど
を
行
う
整
備

は
い
く
ら
入
っ
て
く
る
の
か
。

答　
本
市
の
よ
う
な
地
方
交
付
税
交
付

団
体
で
は
５
千
万
円
が
実
質
的
な
歳
入
。

問　
５
０
０
人
の
新
規
雇
用
が
本
市
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
に
有
益
と
考
え
る
か
。

答　
雇
用
の
確
保
が
人
口
流
出
抑
制
と

定
住
化
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
進
め
る
。

意
見　
今
、
世
間
で
は
労
働
力
不
足
の

問
題
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
有
効
求
人

倍
率
を
見
て
も
仕
事
は
あ
る
。
日
本
の

今
後
の
課
題
は
労
働
生
産
性
。
量
よ
り

質
の
高
い
雇
用
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
自
治
体
の

税
収
に
と
っ
て
も
大
切
に
な
る
。

問　
ど
の
く
ら
い
の
建
設
、
設
備
投
資

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　
数
字
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

意
見　
経
済
産
業
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
工
場
の
立
地
件
数
と
面
積
は
バ
ブ
ル

期
の
４
分
の
１
で
あ
り
、
設
備
投
資
額
、

雇
用
予
定
者
数
も
そ
れ
に
比
例
す
る
。

堀
山
下
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
は
バ
ブ
ル
絶
頂

期
の
１
９
９
１
年
に
完
成
し
た
も
の
で

今
と
は
文
脈
が
違
う
。
過
去
の
成
功
体

験
か
ら
抜
け
出
し
、
や
り
方
を
ギ
ア
チ

ェ
ン
ジ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

方
針
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー

ス
に
よ
り
地
域
住
民
に
周
知
し
て
い
る
。

要
望　
地
域
住
民
の
意
向
実
現
に
向
け

て
、
早
期
に
結
果
を
出
し
て
ほ
し
い
。

二　
「
挑
戦
す
る
子
ど
も
」
の
育
て
方

に
つ
い
て

問　
子
ど
も
が
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
姿
勢
や
挑
戦
す
る
態
度
が
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
放
課
後
学
習
支
援
事
業
な
ど
に
よ

り
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢

が
高
ま
っ
た
と
い
う
検
証
が
あ
る
一
方
、

※
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
考
え
を
取
り
入

れ
た
交
流
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
子
ど

も
が
将
来
に
向
け
社
会
で
生
き
る
力
を

身
に
付
け
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

要
望　
子
ど
も
の
主
体
性
を
育
む
学
習

環
境
の
整
備
と
、
教
職
員
に
よ
る
「
挑

戦
す
る
子
ど
も
」
の
姿
を
後
押
し
す
る

教
育
の
推
進
に
努
め
て
ほ
し
い
。

議
提
議
案
第
６
号　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政

の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て▼
要　
旨

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
伴
い
、
地
方
自
治
体
は
、
医
療
・

介
護
、
子
育
て
、
地
域
の
防
災
・
減
災
、

雇
用
の
確
保
な
ど
喫
緊
の
財
政
需
要
へ

の
対
応
を
は
じ
め
、
長
期
化
す
る
感
染

症
対
策
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
に

陥
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
地
方

の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方

税
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
国
に
意
見

書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

議案第41号　令和２年度秦野市一般会計補正予算（第６号）を定める
ことについて

▼採決の結果　本会議　原案可決（賛成多数）

▼補正予算の概要

40％のプレミアム付き商品券の発行などに係る
補正予算を可決

副市長に内田賢司氏を、
教育長に佐藤直樹氏を選任

議案第38号　秦野市副市長
の選任について

▼要旨
　欠員となっている副市長
に内田賢司氏を新たに選任
するもの。
　内田氏は、市長室長、教
育長などを歴任。

▼採決の結果
　本会議　同意  （賛成全員）

議案第39号　秦野市教育委
員会教育長の選任について

▼要旨
　内田賢司教育長の任期が
令和２年８月31日に満了す
るため、後任に佐藤直樹氏
を選任するもの。
　佐藤氏は、教育部長など
を歴任。

▼採決の結果
　本会議　同意  （賛成全員）

本
市
独
自
の
支
援
策

健康と医療を守る施策
３億９８３万６千円

15歳までの小児と高齢者のインフルエン
ザ予防接種に係る費用の助成、避難所に
おける段ボール製の間仕切りの購入など

日々の暮らしを守る施策
２，０５９万７千円

アルバイト収入がなくなった学生の緊急
雇用や、修学旅行の経路変更などに伴う
費用の助成など

地域経済を守る施策
２億６，５００万円

１万４千円分の商品券を１万円で購入で
きる、プレミアム付き商品券の発行など

国
の
緊
急

経
済
対
策

健康と医療を守る施策
４６万８千円

移動支援や訪問入浴サービスを実施する
事業所へマスク、消毒用エタノールを支
給

日々の暮らしを守る施策
７，６００万円

小・中学校において学校現場の感染症対
策を徹底するための物品などを購入

＜第２回（８月）臨時会の審議結果一覧表＞

区
分

議案
番号

議　案　名
（議案などの資料は、秦野市議会ホームページでご覧いただけます。）

採
決
の
結
果

創和会 自民党・
新政クラブ

市民
クラブ 公明党 日本

共産党 無所属
谷　
和
雄

横
溝
泰
世

諸
星　
光

阿
蘇
佳
一

福
森
真
司

原　
　
聡

小
菅
基
司

高
橋
文
雄

風
間
正
子

川
口　
薫

今
井　
実

相
原　
學

大
野
祐
司

八
尋
伸
二

野
々
山
静
香

山
下
博
己

横
山
む
ら
さ
き

中
村
英
仁

露
木
順
三

佐
藤
文
昭

吉
村
慶
一

木
村
眞
澄

古
木
勝
久

伊
藤
大
輔

市
長
提
出
議
案

第 38 号 秦野市副市長の選任について 同意
第 39 号 秦野市教育委員会教育長の選任について 同意

第 40 号
秦野市固定資産評価員の選任について

同意
要旨：欠員となっている固定資産評価員に内田賢司氏を新たに選任するもの

第 41 号 令和２年度秦野市一般会計補正予算（第６号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

※議長（採決には加わりません）　　○：賛成　　●：反対

内
田
賢
司
氏

佐
藤
直
樹
氏

１
０
０
年
後
の
秦
野
市
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
え
る
選
択
を

都
市
計
画
決
定
か
ら
40
年
余
り
経
過

秦
野
駅
南
部（
今
泉
）土
地
区
画
整
理
事
業

議

案

審

議
議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援
を

目
的
と
し
た
条
例
の
制
定
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
地
方
財
源
の
確
保
を

議
提
議
案
第
５
号　
犯
罪
被
害
者
等
の

支
援
を
目
的
と
し
た
条
例
制
定
を
求
め

る
決
議
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

誰
も
が
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
と

な
る
可
能
性
を
抱
え
る
中
、
被
害
に
遭

っ
た
人
は
、
犯
罪
な
ど
に
よ
る
直
接
的

な
被
害
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
対
応
に

よ
っ
て
は
精
神
的
被
害
を
受
け
る
な
ど
、

二
次
的
な
被
害
に
も
苦
し
ん
で
い
る
。

　

犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
人
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
、
き

め
細
か
く
適
切
な
支
援
を
提
供
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
犯
罪
被
害
か
ら
の
早

期
回
復
に
向
け
て
手
を
差
し
伸
べ
、
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、
本
市

に
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
支
援
を
目
的
と

し
た
条
例
の
制
定
を
求
め
る
た
め
、
決

議
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

名水マスクを着用しました

「名水の里・秦野」をＰＲするために令和２年
９月第３回定例会本会議において名水マスクを
着用しました。このマスクは、記念品の手ぬぐいを活用し、
市職員がボランティアで作成したものです。

８月
臨時会

　

副
市
長
・
教
育
長
の
選
任
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
係
る
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
４

件
に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
、
第
２
回
（
８
月
）
臨
時

会
が
８
月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

※ピア・サポート… 学生たちの対人関係能力や自己表現能力など、社会を生きる力が極めて不足している現状を改善するための学校教育活動の一環として、教職員の指導・援助のもとに、学生
たち相互の人間関係を豊かにするための学習の場を各学校の実態に応じて設定し、そこで得た知識やスキルをもとに、仲間を思いやり、支える実践活動

用語解説




